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研究成果の概要：本研究では、21 世紀の新たな教育文化の創造に向けて、まず、身体彫刻やボ

ディアート，スポーツ映像や身体文学、伝統舞踊などの身体表現に見られる

感性教育的効果を考察し、それらの身体文化が学習者の感情表現を豊かにす

るだけでなく、生活世界におけるポジティブな身体認識にも寄与することが

明らかとなった。また、現在最もポピュラーな身体運動文化であるスポーツ

については、スポーツ運動とスポーツ行為の区別およびスポーツ文化の教材

化の方法について、それらの全体像を提示することができた。 

 

 

交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2006年度 1,400,000 0 1,400,000 

2007年度 1,400,000 0 1,400,000 

2008年度 700,000 210,000 910,000 

年度    

  年度    

総 計 3,500,000 210,000 3,710,000 

 

 

研究分野：総合領域 

科研費の分科・細目：健康・スポーツ科学・身体教育学 

キーワード：身体文化・身体教育・スポーツメディア・教育媒体・感性教育 

 

１．研究開始当初の背景 
これまで、スポーツや武道などにおける身

体の運動性に着目した身体運動文化研究は、
いくつか試みられているが、ボディ・アート
やスポーツメディアなどにおける身体の形
態性や媒介性に焦点を当てた—広い意味での
—身体文化研究は、未だほんとんどなされて
おらず、まさにこの点にこそ、本研究の独創
性があると考えられた。また、我が国におけ
る身体文化の人文社会科学研究は、研究の対
象や方法に関してまだ統一がとれておらず、

とりわけ、身体文化の一つであるスポーツに
ついての自然科学研究に比べ、社会的な認知
度も低いのが現状であった。さらに、人間の
身体的諸能力のほとんどは、身体教育（体育）
によって作り出される人為的所産であるが、
身体文化の人文社会科学研究では、自然科学
的な身体観や実験的な手法に依拠するケー
スが、数多く見受けられた。この傾向は、他
の東アジア諸国やヨーロッパにおいても顕
著であり、海外の場合も、日本の場合と同じ
く、人間の身体的諸能力が人為的所産である
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という考え方も希薄であった。これに対し、
本研究の意義は、人文社会科学に固有の概念
論的もしくは思想論的方法を用いることで、
体育学の内部にそれ独自の位置を見出すこ
とができるというところにあった。そして、
哲学プロパーにおいても、体育哲学やスポー
ツ哲学への関心も高まっており、これらのニ
ーズに応え、プロパー領域に対して、現在の
体育学の研究成果をアピールする上でも、本
研究の意義と役割は大きいと考えられたの
である。 
 

２．研究の目的 
本申請の「身体文化の身体教育学的研究—

21 世紀の新たな教育文化の創造に向けて—」
は、人間の身体を通して展開される文化を、
身体教育（体育）の観点から人文社会科学的
に考察することを企図している。現在我が国
でも、スポーツやダンス、武道などにおける
身体運動から、纏足やコルセットなどの身体
変工、日常の身振り手振りといった身体所作
まで、身体文化に関する人文社会科学的研究
は、数多く行われているが、それらの研究は、
人間の身体の運動面にのみ、焦点が置かれて
いたり、近代国家や資本主義社会を批判的に
検討するために行われていたりすることが
多い。さらに、余暇としてのスポーツ活動の
普及や、学校体育における運動部活動から地
域総合型スポーツクラブへの移行等に伴い、
スポーツを中心とした身体文化の伝承およ
びその発展の仕方もまた、様変わりしつつあ
る。しかしながら、身体文化の伝承および発
展には、学校体育であれ、社会体育であれ、
スポーツ教育であれ、身体教育（体育）とい
う人為的な営みが不可欠なものとなってい
るはずであり、この身体教育を通じてこそ、
身体文化は、人間の身体を多面的に形成し、
人間の感性的能力を向上させる手段となり
うるのである。すなわち、〈本研究の目的〉
は、先に挙げたような身体運動文化のみなら
ず、身体彫刻やボディアート、スポーツ映像
や身体文学などをも含む—広い意味での—身
体文化を、そうした身体の多面性と感性的能
力の向上という観点から総合的に把握し、身
体教育の新たな側面を見出すことである。 
 

３．研究の方法 

本研究の研究方法については、以下のよ

うな研究内容に対応した方法を用いた。 

a）身体文化の運動と形態 

→プラトンの身体論，および，ジンメルや

カッシーラーの文化哲学からの検討 

b）身体文化の受容と表現 

→プラトンの舞踊論やミーメーシス論，ラ

ンガーの芸術哲学による考察 

c）身体文化の遊戯性 

→ホイジンガの遊戯論の再考 

d）身体文化の教育性 

→プラトンの教育論の体系的考察 

 
４．研究成果 

本研究の初年度である平成 18 年度におい
ては、まず、研究代表者が、平成 18 年の 7
月（於：広島大学）と 8月（於：弘前大学）
にそれぞれ国内研究会を開催し、本研究の全
体構想の提示およびプラトンにおける教養
教育と身体についての研究発表を行った〔第
一回および第二回国内研究会・参加者：木庭
康樹（広島大学）、高根信吾（富士常葉大学）、
河野清司（中京女子体育大学）〕。また、平成
18 年の 7 月（於：箱根静雲荘）には、韓国釜
山大学の権氏らとともに日韓の体育哲学お
よびスポーツ哲学の現状について意見交換
を行い、日韓における「体育」と「スポーツ」
の概念的混同やスポーツによる国際交流の
重要性などを再確認することができた〔第一
回海外研究会・参加者：木庭康樹（広島大学）、
高根信吾（富士常葉大学）〕。さらに、平成 19
年 3 月（於：アテネオスカーホテル）には、
オックスフォード・ブレイスノーズ大学の
T.K.ヨハンセン氏（平成 17 年 10 月～平成 19
年 10 月までギリシャに在外研究中）に対し
て、本研究の全体構想を提示し、プラトン・
アリストテレスの身体論に関する論文発表
を行い、同氏と古代ギリシアにおける身体論
研究について意見交換を行った〔第二回海外
研究会・参加者：木庭康樹（広島大学）、高
根信吾（富士常葉大学〕。そして、同年 3 月
には、アテネ、デルフィ、オリンピア、カラ
ンバカそれぞれにおいて、古代ギリシア競技
に関する史跡・博物館の調査および研究資料
の蒐集を行った。そして、ギリシャでの研究
調査の結果、古代ギリシア競技に関する調査
資料および研究資料を充実させることがで
きた。なお、そのほかの研究業績として、本
年度の科研費補助金の助成による学術論文
「プラトンの運動競技論序説―スポーツ概
念のギリシア的把握―」を 1 編公表すること
ができた。 

次に、本科研費研究の二年目である平成 19
年度は、まず、研究代表者が、平成 19 年 9
月の第 58 回日本体育学会（於：神戸大学）
において、「身体論への多元的アプローチ(1)
身体論の系譜学」（体育哲学専門分科会企画
A）と題したシンポジウムを企画・運営し、
さらに、自らもその演者の一人として「身体
論の淵源：古典期ギリシアの身体論―プラト
ンを中心に―」というテーマで研究発表およ
び意見交換を行い、哲学的身体論の歴史的系
譜やスポーツにおけるポジティブな身体認
識を明らかにした〔司会：佐藤臣彦（筑波大
学）、演者：木庭康樹（広島大学）、樋口聡（広
島大学）、山口一郎（東洋大学）〕。 



また、平成 19 年の 11 月には、華南師範大
学の周愛光氏らとともに海外研究会（於：華
南師範大学）を開催し、さらに、同時期に行
わ れ た 国 際 研 究 集 会 （ THE 3rd 
INTERNATIONAL FORUM OF 
SPORT-FOR-ALL）において、研究代表者が、
「社会体育と身体性」というテーマで研究発
表を行い、ギリシア哲学の観点から国家社会
における体育の理念とその理想的な身体像
を明らかにした〔第一回海外研究会・参加
者：佐藤臣彦（筑波大学）、樋口聡（広島大
学）、新保淳（静岡大学）、木庭康樹（広島大
学）、周愛光（華南師範大学）ほか〕。なお、
そのほかの研究業績として、本年度の科研費
補助金の助成による学術論文「プラトン哲学
におけるエウエクシアーとは何か？―ギュ
ムナスティケーが目指すべき身体の状態に
ついて―」等を 3 編公表することができた。 

そして、本科研費研究の最終年度である平
成 20 年度は、まず、研究代表者が、平成 20
年 7 月の日本体育学会体育哲学専門分科会
（於：箱根静雲荘）において、「スポーツの
ゲーム構造論に関する研究─サッカーのゲ
ーム分析のための原理論構築に向けて─」と
いうテーマで研究発表を行い、サッカー文化
を事例にしつつ、身体文化としてのスポーツ
のゲーム概念についての検討を行った。その
結果、身体文化として「身体運動競技（スポ
ーツ）」は、「比較関数」によって表わされる
基底詞としての「競技」に、身体教育によっ
て生成する「能力的身体性」が限定詞として
加わってできたものであり、個々のスポーツ
ゲームでは、ルールによって定められた競技
目標にもとづく身体の使用がなされている
ことが明らかとなった。また、同じく 7 月に
は、筑波大学体育科学系において本科研費研
究の最終年度成果発表会を開催し、スポーツ
運動とスポーツ行為の区別および身体運動
文化の教材化の方法について、それらの全体
像を提示することができた。さらに、7 月の
日本体育学会体育哲学専門分科会で行った
研究発表の原稿を一部修正し、本年度の科研
費補助金の助成による学術論文「サッカーの
ゲーム分析のための原理論構築に向けたス
ポーツのゲーム構造論に関する研究―『身体
運動競技（スポーツ）』の基底詞としての『競
技』概念の検討―」が「体育・スポーツ哲学
研究」に掲載されることとなった。なお、今
後の課題は、同研究発表の後半部分に当たる
「身体運動競技（スポーツ）」の限定詞とし
ての「身体運動」概念の検討を行っていくこ
とである。        
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